
整
形
外
科
手
術
後
ノ
脂
肪
栓
塞
ニ
関
ス

関
与
e
Z冒

S
S
F
F言
g
a
r
sぬ
S
F
O司

ル
賓
験
的
研
究
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g
e
E
r
e
F福
岡
山
広
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ω凶
H同
hFωF
h
g
a
a
g
島
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関
口
旦
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向
・

〔

k
p
宮
内
四
時
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三
宮
志
向
日
山
2
Y
3
同
Z
E
r
晶

s
r笹山富巴問。
v
g
d回目
4
2
a
S骨
H
Z
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－
H
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緒
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会
一
）
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股
方
落
、

ama奮
験

室
己
責
殴
成
績

〈
英
一
）
肺
脂
肪
栓
塞
－
一
瞥
ス
ル
各
種
／
影
響

（
イ
）
震
渥
．
動
揺
等
／
肺
脂
肪
栓
塞
－
－
一
濁
λ

ル
影
響

（
ロ
）血
管
取
締
婆
詮
射
／
肺
脂
肪
栓
塞
＝謝
Z

ル
影
響

（
円
〉
廊
血
稽
使
用
ト
血
管
取
締
婆
注
射
ト
ノ
肺
脂
肪
栓

g
－－封
λ

ル
効
果
比
絞

京
都
帝
国
大
事
穆
第
部
整
形
外
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皐
教
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指
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教
授
〉

助
手

醤
皐
士
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只
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（
＝
〉
骨
／
俊
逮
ト
肺
脂
肪
栓
骨
密
ト
ノ
閥
係

（
ホ
〉
損
傷
骨
数
ト
肺
脂
肪
栓
塞
ト
／
騎
係

（
英
二
〉
脂
肪
栓
塞
ト
脳
及
ピ
胃
粘
膜
尚
血
ト
ノ
閥
係

（
四
）
結
治

敵
女
自
妙

主
要
引
用
書
目

（

一

）

緒

．

論

N
S
Z・
ガ
一
八
六
二
年
ニ
肺
脂
肪
栓
塞
ノ
一
例
ヲ
報
告
ジ
，
プ
以
来
是
一
一
関
ス

Y
臨
林
的
並
ニ
貰
験
的
研
究
相
撞
デ
起

y
bp
y
ト
雄
モ
、
其

死
因
ノ
本
態
－
一
就
－
7

A

術
論
議
ノ
存
ス
U
F

所
ニ
シ
ア
、

F
2・ミ
A

身
韓
ノ
重
要
ナ
U
F

生
活
臓
器
－
一
一
騎
ク
脂
肪
栓
塞
ヲ
起
ス
ト
キ

エ
始
メ
ア
死

ノ
原
悶
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
念
激
ナ

Y
死
A

全
グ
勝
栓
塞
－
一
因
Y
モ
ノ
ナ

y
ト
云
ヒ
、

m
g－
F
P
毛
純
粋
ナ

Y
脂
肪
栓
塞
ノ
死
A

脳

及
ピ
脊

髄
ノ
栓
塞

－一因
Y
ト
設
ケ

y
。
然
Y

－
一
主
。
E－
g川
A

脳
栓
山
恭
一A
副
現
象

一
一
シ
ア
碇
接
死
ノ
原
因
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
A

肺
脂
肪
栓
塞
ノ
鴬
メ
ュ
起

y

肺
水
腫
ナ

y
ト
云
ヒ
、
。
。
5
73
5
u
F
E
52
5
及
ピ

メ
♂｝口
一
戸
等
A

前
者
－
一
反
シ
－
7
肺
ノ
毛
細
管
A

非
常
－
一
膨
脹
性
二
四
国
A
F
以
ア
循
環
障

柑
用
品
9
品
世

著
L」

F園、

原
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，ー一
金賞E
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吠
捕
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着
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（
第
－
m
貌

一一一〉

硬
ヲ
惹
起
ス
Y

コ
ト
稀
－
一
シ
ア
従
ッ
ア
肺
水
腫
ヲ
起
サ
ズ
、
故
ュ
直
接
ノ
原
因
A

呼
吸
不
全
－
一
ア

y
ト
云
へ

y
。
又
H

r

a

s

p
E

A

一
説
7

4

ノ
シ
ア
日
夕
、
肺
毛
細
管
ガ
脂
肪
栓
塞
ヲ
以
ア
多
数
－
一
閉
塞
セ
ラ
町
戸
、
時
A

従
ッ
ア
右
心
臓
A

脂
肪
ヲ
大
量
－
一
合
有
セ
Y
血
液
ヲ
以
ア
充
満

セ
ラ
レ
、
左
心
臓
A

酸
素
ュ
綾
乏
セ
Y
血
液
ヲ
肺
静
脈
ヨ
リ
受
入
ス
M
F

ヲ
以
ア
心
臓
A

不
平
均
ナ
U
Y

血
液
保
有
般
態
ヲ
呈
シ
、
従
ッ
ア
逆
流
セ

U
F

血
液
ガ
冠
肢
静
脈
内
ニ
踊
溜
ジ
、
震
メ
ニ
心
臓
神
経
節
ノ
築
養
不
足
ヲ
来
タ
ジ
心
臓
麻
庫
ヲ
起
ジ
ア
融
m
y
、－
一
到
U
F

モ
ノ
ナ

y
ト
論
ゼ

9
0

斯
ク
ノ
如
ク
脂
肪
栓
塞
ノ
直
接
死
因
二
就
ア
A

論
議
街
区
々
タ
U
F

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
費
生
源
因
－
一
就
ア
号
、
外
傷
－
一
白
Y
毛
ノ
、
炎
症
後
－
一
来

タ
Y

モ
／
、
新
陳
代
謝
障
硬
一
一
併
殺
ス
M
F

毛
ノ
及
ピ
火
傷
ニ
綱
費
ス
M
Y

モ
ノ
等
ア
リ
ト
雄
、
賓
際
臨
林
上
吾
人
ノ
最
毛
屡
々
遭
遇
ス
グ
’
毛
ノ

A

骨
閥
節
r
疾
患
－
一
割
到
ジ
ア
外
科
並
－
一
整
形
外
科
的
操
作
ヲ
施
ジ
b
y
y

モ
ノ
ユ

ジ
ァ
、
臨
林
上
最
モ
重
要
ナ
Y
意
義
ヲ
有
ス
M
Y

者
A

外
傷
性
脂

肪
栓
塞
ユ
如
ク
毛
ノ
ナ
シ
。

而
し
て
プ
外
傷
性
脂
肪
栓
塞
．ト

シ
ア
知
ラ
Y

、
所
A

骨
ノ
損
傷
後
骨
髄
ノ
脂
肪
小
粒
A

破
壊
セ
ラ
’
レ
タ
Y

静
脈
壁
或
A

淋
巴
管
ヨ
リ
吸
牧
セ

－
フ
レ
ア
肺
臓
毛
細
管
－
一
建
シ
蕊
－
一
栓
塞
ヲ
起
ス
モ
ノ
ナ
リ
ト
考
ヘ
ラ
レ
又
多
数
剖
検
上
ノ
所
見
ノ
一
致
ス

Y
所
中
J
9
。

然
レ
ド
モ
蕊
－
二
考
ヲ
要
ス
Y

A

脂
肪
粒
グ
静
脈
或
A

淋
巴
管
内
二
吸
牧
セ
ラ
レ
タ

y
ト
ア
直
チ
ユ
肺
脂
肪
栓
塞
／
臨
林
的
症
般
ヲ
惹
起

ス
Y

宅
ノ
ニ
非
ザ
M
Y

コ
ト
A

刀一
3gdμ
二
十
四
例
ノ
骨
折
患
者
－
一就
ア
尿
中
ノ
遊
離
脂
肪
ヲ
検
セ
ジ
＝
其
内
二
十
二
例
－
一
於
ア
之
ヲ
諸
明
シ

タ
9
ト
云
ア
ユ
於
ア
モ
明
カ
ナ
リ
ノ
。
故
－
一
肺
脂
肪
栓
塞
主
政
Y

一
定
ノ
度
ヲ
超
過
ス
U

て
一
非
ザ
レ
バ
臨
林
的
定
紋
ヲ
起
サ
v
Y
2
ト
モ
理
解

uv
得
ラ
Y

、
所
ナ
9
。

従
ツ
ア
脂
肪
栓
塞
ノ
研
究
－
一
向
ツ
ア
A

他
ノ
臓
器
特
ユ
脇
ノ
病
的
襲
化
ヲ
検
ス
Y

ヨ
ト
必
要
ナ
Y

毛
肺
胤
管
内
ノ
脂
肪
満
ヲ
数
量
的
ニ
測

定
ス
M
F

ヨ
ト
A

病
鍵
ノ
強
弱
ヲ
論
ク
脂
肪
ノ
多
少
ヲ
議
ス
M

て
一
営
ッ
ア
重
大
ナ
M
F

意
義
ヲ
有
ス
M
F

毛
ノ
ト
云
A
4
y
u
F

可
カ
ラ
ズ
。

而
ジ
ア
余
ノ
賞
験
ノ
目
的
A

脂
肪
栓
塞
ノ
直
接
死
因
ヲ
追
究
ス
y
d
N

主
眼
－
一
非
ズ
ジ
ア
脂
肪
栓
寒
一ヲ
如
何

回－
シ
ア
議
防
hv
能
フ
カ
ノ
研

究
品
ジ
テ
従
来
脂
肪
粒
ノ
吸
牧
A

主
ト
シ
ア
静
脈
ユ
ヨ
Y
9
7
行
A

ν

一
小
部
淋
巴
管
－
－
ヨ

9
ア
誘
導
セ
ラ
M
F

、
加
ク
考
ヘ
ラ
レ
タ
U
F

宅
業
穐

防
法
ト
ジ
ア
ハ
臨
排
的
並
ユ
賞
験
的
研
究
ニ
於
ア
モ
唯
軍
・
ニ
臓
血
帯
7
使
用
ス
M
F

ト
カ
又
A

患
者
ノ
蓮
搬
－
－
際
U
2
7
局
部
ノ
動
揺
ヲ
避
タ
グ
’



i

等
ノ
機
械
的
操
作
ト
脂
肪
粒
ノ
溶
解
ヲ
目
的
ト
シ
ア
表
酸
曹
達
液
ノ
注
入
或
A

食
曜
水
ノ
皮
下
注
射
ヲ
行
へ
M
F

輩
ア

9
ト
雄
、
血
管
自
己
ユ
作

用
ス
山
戸
薬
物
ノ
影
響
－
一
就
・
7

A
東
西
ノ
文
献
ヲ
徴
ス

Y

モ
之
ヲ
接
見
ス

Y

ヨ
ト
能
川
ズ
。
故
－
一
余
川
種
々
ナ
M
Y

血
管
薬
ヲ
注
射
ジ
又
一
方
－
一
於

ア
肺
脂
肪
栓
塞
ヲ
数
量
的
－
一
測
定
シ
ア
種
々
ナ
Y
観
察
ヲ
行
ア
ト
同
時
司
一
近
来

rEAT－p
芝
居
さ
ユ
ガ
肺
脂
肪
栓
塞
ノ
際
－
一
胃
粘
膜
出
血
ヲ

見
M
F

ト
云
ヘ
グ
ヲ
以
ア
業
有
無
ヲ
検
シ
、
叉
脳
ノ
病
的
措
理
化
特
－
一
脳
出
血
－
一
就
・
プ
研
索
セ

9
9蓋
シ
血
管
業
使
用
ノ
脂
肪
栓
塞
－
一
一
割
ス

Y
研
究

A

余
ヲ
以
ア
鳴
矢
ト
ナ
ス
。

（
二
）
賓
駿
方
港
、
海
備
賓
駿

予
A

賓
験
動
物
ト
ジ
ア
A

家
兎
ヲ
用
ヒ
タ

9
。
手
術
方
法
A

大
腿
骨
叉
A

腰
骨
ノ
片
側
或
A

雨
側
、
時
ト
シ
ア
A

南
側
ノ
大
腿
骨
及
ピ
腕
骨

ノ
皮
下
骨
折
ヲ
起
ジ
、
或
A

骨
ノ
中
央
ヲ
撃
ヲ
以
ア
横
－
一
切
断
シ
、
或
A

骨
ノ
雨
端
－
－
骨
髄
－
一
達
ス

Y
小
孔
ヲ
穿
チ
、
針
金
ヲ
以
－
ア
骨
髄
ヲ
充
分

－
－
－
破
壊
セ
リ
。
特
別
ナ
グ
’
敷
例
ヲ
除
イ
4
7
A
賓
験
時
間
中
動
物
ノ
四
肢
ヲ
緊
縛
ジ
、
殺
ス
ユ

A
「
ク
ロ
、
フ
ぷ
’
ム
」
司
ノ
以
ア
セ
ロ
ノ
。
動
物
ノ
死

後
直
チ
ュ
其
ノ
胸
廓
ヲ
切
p
開
キ
ア
雨
肺
ヲ
肺
門
部
－
一
一
於
ア
結
紫
ヲ
行
ヒ
タ
M
F

後
四
一
取
出
シ
、
直
チ
ニ
十
，h
「
ア
ョ
Y

？
9
ン
」
液
二
慢
漬
ス
。

場
合
－
一
ヨ
リ
ア
ハ
胃
ヲ
モ
摘
出
U
J

、
其
粘
膜
ヲ
検
ジ
タ
リ
1

0

叉
敷
例
－
一
一
於
ア
A

頭
部
ァ
切
取
9
、
頭
益
骨
－
一
細
長
ナ
U
Y

一
ツ
ノ
孔
ヲ
穿
チ
，
ァ
十

%
「
ア
ォ
Y

マ
y
y
」
液
－
一
四
回
漬
シ
、
勝
ノ
固
定
ヲ
速
カ
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
セ
リ
。
カ
ク
シ
ア
数
ヶ
月
後

一一
服
ァ
検
セ

9
。
十
Mm「
フ
方

Y

マ
y
ン」

液
－
一
浸
漬
U
J

置
キ
タ
U
F

肺
A

一
週
後
－
一
取
出
シ
、
雨
肺
ノ
各
葉
ヨ
リ
数
個
ノ
薄
片
ヲ
切
除
シ
、
之
ヲ
克
－
一
十
%
「

7
J’
？
9
y
」
液
F

二

輩

夜

浸
漬
U
J

、
然
M
F

後
凍
程
標
本
ト
ジ
ア
五

O
μ
－一切
9
「
ズ
グ
ン
」
皿
、
「
ヘ
マ
ト
キ
ジ

p
y
」
二
重
染
色
、
又
A

「一
B
E
Y
－
プ
ラ
ク
・
ズ
M
F

フ
ア
ー

ト
」
染
色
ヲ
行
ヒ
、
ッ
ア
イ
ス
．
撤
微
鏡

Z
x
接
眼
＝
ニ
－
E
接
物
（
一

O
O倍
）
司
ノ
以
，
ァ
、
嗣
肺
各
葉
敷
枚
／
標
本
ヲ
検
ジ
、
一
標
本
－
一
就
－
プ
二

O
乃
至
三

O
調
野
ヲ
鏡
検
ジ
、
約
六
・
四

μ
以
上
ノ
直
経
又
A

長
サ
ヲ
有
ス

Y
脂
肪
満
ノ
肺
毛
細
管
叉
A

肺
動
脈
内
ニ
ア
M
F

モ
ノ
、
敷
ヲ
算
シ

葉
ノ
平
均
敷
ヲ
以
－
プ
一
視
野
ノ
肺
脂
肪
満
載
ト
セ

y
o
該
方
法

A
P
E
g－
］
及
ピ
ェ
＝
－
vZ
ニ
模
シ
タ
M
F

毛
ノ
ナ

y
。
肺
毛
細
管
叉

A肺
動
脈

一
一
介
在
ス

Y
脂
肪
満
ノ
大
サ
A

楠
々
ア
リ
ア
之
ヲ
唯
糞
佃
敷
司
ノ
以
ア
計
測
ス
M

F

A

一
見
甚
ジ
ク
不
合
理
ノ
如
ク
思
A

U

戸
、
モ
前
記
ノ
人
々
ガ

イ
ヘ

Y
如
ク
、
余
モ
亦
肺
脂
肪
満
ノ
敷
多
キ
ト
キ
A

大
サ
ノ
勝
v
u
y

モ
ノ
多
ク
、
数
少
キ
ト
キ
A

大
サ
モ
劣
M

戸
、
郎
チ
敷
ト
大
サ
ト
A

大
穂
－
一

借
用
参
血
管
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管
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（
第
式
競

三
四
）

於
ア
正
比
例
ス
U
F

コ
ト
ヲ
確
メ
得
タ

y
。

議
備
賞
験
ト
ジ
－
ア
数
匹
ノ
健
常
家
兎
ノ
肺
脂
肪
満
司
ノ
前
記
ノ
計
測
法
一
一
ヨ
リ
ノ
ア
算
定
シ
タ
M
Y

－
－
零
及
至

0
・二
ナ
リ
キ
。

輪

（
三
）
賓

戚

績

（
其
一
）
肺
脂
肪
栓
塞
－
一
一
割
ス
U
F

各
種
ノ
影
響

（
イ
）
震
設
、
動
揺
等
ノ
肺
脂
肪
栓
・
纂
－
一
一
針
ス

Y
影
響

従
来
諸
家
ノ
稀
プ
w
F

所
－
一
ヨ
レ
バ
骨
折
－
一
際
シ
患
者
ノ
身
鰻
ヲ
動
揺
シ
、
又
A

震
盤
ス
U
Y

コ
ト

－一
ヨ
リ
脂
肪
栓
塞
ヲ
促
進
セ
シ
ム
ダ
’
毛
ノ
、

如
ク
〔
F
F
g
a
S
U
P
E－－mAd－－〕、一一子
7
2・
酔
ノ
如
キ
A

脂
肪
栓
寒
一A
骨
折
－
一
関
係
ナ
ク
、
骨
折
ナ
ク
ト
毛
骨
二
震
量
ヲ
奥
フ
レ
バ
起
9
、
骨
－
－
何

等
ノ
震
盈
ヲ
輿
ヘ
ザ
M
Y

ヤ
ヲ
ニ
骨
折
ヲ
起
サ
ジ
ム
レ
バ
脂
肪
栓
本
A

起
ラ
ズ
ト
サ
ヘ
イ
ヘ

9
0
劃
ボ
A

賞
駿
的
－
一
身
鰻
ノ
動
揺
A

肺
脂
肪
栓
塞

ノ
程
度
ヲ
催
進
セ
ジ
ム

Y

コ
ト
ヲ
確
讃
セ

9
0

余
モ
亦
血
管
襲
ノ
影
響
ヲ
検
ス
U
F

前
－
一
動
搭
、
震
混
血
ノ
影
響
ヲ
検
ス
Y

コ
ト
A

比
較
研
究
上
必
要
ナ
Y
ヲ
以
ア
、
賓
験
動
物
ノ
四
肢
ア
緊
縛

固
定
ジ
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縮
築
ヲ
注
射
セ
w
y

モ
／
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－
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．
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茨
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－
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